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◆川瀬巴水展 

川瀬巴水（本名：文治郎）は、日本の新しい浮世絵版画である「新版画」を確立した人物として

知られています。大正７年から４０年間にわたり、日本中を旅し６００点以上の作品を残しました。 

  江戸時代の木版画に比べ新版画は刷り度数が圧倒的に多く、木版画とは思えない臨場感のある

仕上がりであるため外国人にたいへん好まれました。 

今回は、昭和５年に制作された「手賀沼」をはじめ、約１５０点の作品を展示します。 

  最後の浮世絵「新版画」の持つ魅力をぜひ覧ください。 

 

〇開催期間：令和元年６月２２日（土）～６月３０日（日） 

〇入場時間：１０時～１８時 

〇開催場所：あびこ市民プラザ（あびこショッピングプラザ内３階） 

〇入 場 料：１０００円（中学生以下無料）各種イベントも参加いただけます。  

  ※当日に限り、チケットの半券を提示していただければ何回でも再入場可。 

翌日以降は、チケットの半券を提示すれば５００円で再入場できます。 

※チケットの販売は、ギャラリーヌーベルあびこ店（あびこショッピングプラザ３階）、シミズ

メガネ各店で行っています。 

＜同時開催イベント＞ 

・６月２２日（土）１４時～１５時３０分 

落語「親子酒」「井戸の茶碗」 出演：むかし家今松 

・６月２３日（日）１３時～１３時４０分、１５時～１５時４０分  

ギャラリートーク 講師：渡邊 章一郎 

・６月２５日（火）１５時～１６時 

講演「巴水の生き方、どんな人」 講師：鈴木 昇 

  ・６月２９日（土）１５時～１６時 

    講演「大正新版画と巴水」 講師：鈴木 昇 

  ・６月３０日（土）１５時～１６時 

    講演「巴水から学ぶこと」 講師：鈴木 昇 

 
【問い合わせ】 

我孫子市教育委員会 

生涯学習部 文化・スポーツ課 

担当 木村 郡山 和田 

☎ ０４－７１８５－１６０１（直通） 
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